
１，参加者と場所と時間

時　　　　　　間

はじめの会　　 あけましておめでとうございます。 今年もよろしく！

書道の会　5年目です。会員も年々歳々入れ替えもありましたが、昨今は安定して

少数精鋭の会として月一回の出会いを楽しむ・雰囲気になりました。

では左側・・・・藤澤講師のエッセイを記載いたしました。ご覧ください。

2 藤澤講師　手本書

第６７回お手本 下記、お手本は別紙にて・・それで十分練習してください！燃えましょう！

1 楷書「祥・気」＆　行書「祥・気」

意味 めでたい　気。

2 楷書 綸 武 徳 九

3 行書 易 遵 耶 正

ペン字 皆さんおそろいで良いお年をお迎えにならましたことを存じます。

寒中お見舞い申し上げます梅の蕾はまだかたく寒さはこれから　本番です。

漢字条幅手本学書貴弄翰

3 書道の会　　活動記録と作品　教室風景

漢字国中国では、「漢字」にも多くの会派があります。北区書の会（数人）でも、各自が趣味として継続・進
歩されると　独自で個性のある「書」が生まれるのではないでしょうか？そうなると益々趣味の域に？

９時00～１２時00 ひよどり保養所
講   師：藤澤淑子
参加者：鬼村、道満、永井、萩尾、山崎、山田

場　　所 参　　　　加　　　　予　定　者

北区会　自由な趣味の会　　
第67回「書道とペン字の会・」活動記録

２０２4年　１月　１５日（月）



申し合わせ及び注意事項

申し合わせ及び注意事項

1) 欠席者は事前に幹事「道満」へ連絡する

2) 諸道具は自身で持参、その服装などの準備もお願いします

3) 一回５００円の諸費を参加費としてお願いします。

次回予定

第６８回活動計画　予定

令和六年　　２月 　２６日(月) 9時～12時

場所；　しあわせの村内　　ひよどり保養所　

エッセー 　模倣と創造 藤澤淑子

幼少時から今日まで、書にたずさって幾十年になるのでしょうか？

気が付けば後期高齢者になり、周辺の友達学友知人教師などと同世代になりました。

教わる立場　教える立場など日々過ごしていますそしてまだまだこれからだ。

とはやる気持ちは変わることなく持てているのは、ホンとに幸せなことと

感謝しております。　

さて、私の経験で書に関することを一言添えさせて頂きますと・・・

書には漢字、仮名、調和体、実用書の分野があります。

学習はまず　きれいに整った手本を見て真似る習字から

始まります。漢字なら楷、行、草、隷書とすすみ、枚数

を書くことで筆意を読み取り、リズムやテクニックによ

り個性が出てきます。つまり古典を基盤とした模倣から

新しい書美の創造へと展開しつつ、次世代に伝承していくのです。

パソコンやスマホなどで簡単にコピーできる現代、毛筆の柔らかさ、

強さなどを感じて心癒される文字を書きたいと望んでいます。

しかし、この過程は見えにくく時間がかかります。

仮名には散らし書きの流動性、調和体には漢字仮名交じり詩文の読みやすさ

などが求められます。

たくさん書くことで少しでも近づき、残る人生を楽しく共に書に掲げましょう。

十五夜でなくて三日月でも良いではありませんか。～らしさをだして、

身近の人たちの心に残ってくれればと希っています。

少しでもお手伝いできればうれしくおもいます。


